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飼養形態ごとに分けた乳牛の在群期間と初産次受胎率の遺伝的関

係
○Nakahori Yuka1, Yamaguchi Satoshi2, Abe Hayato2, Nakagawa Satoshi2, Yamazaki Takeshi3, Baba Toshimi4,

Hagiya Koich1 (1.Obihiro Univ. of Agriculture and Veterinary Medicine, 2.Hokkaido Dairy Milk Recording and

Testing Association, 3.Hokkaido Agricultural Research Center, NARO, 4.4Holstein Cattle Association of Japan,

Hokkaido Branch)

 
【目的】長命性の指標である在群期間（ HL）は飼養形態によって泌乳・体型形質間と異なる遺伝相関をもつこと

が報告されており，他にも HLと関係する形質が存在すると考えられる．本研究では，繁殖性の指標のひとつであ

る初産次受胎率（ CR）に着目し，飼養形態ごとの HLと CR間の遺伝相関を推定することを目的とした．【方

法】1993～2008年の間に初産分娩した北海道のホルスタイン雌牛の牛群検定記録を使用した．検定記録は

2012年に酪農家を対象に行われた飼養形態に関するアンケートに基づいてタイストール（ TS），フリーストール

（ FS）および放牧主体（ GZ）の3形態に分類された． HLは最大84ヵ月の打ち切り記録による線形形質として，

CRは線形もしくは閾値形質として扱った．モデルに含む要因は日本の遺伝評価に用いられているモデルに準拠し

た．各分散成分は二形質アニマルモデルを仮定し， REMLF90および THRGIBBS1F90プログラムを用いて推定し

た．【結果】 CRを線形形質として扱った場合の遺伝率推定値はいずれも過去の報告の範囲内であり， HLと CR間

の遺伝相関はいずれの飼養形態においても弱い正の値が推定された． CRを閾値形質として扱った場合の遺伝率推

定値は線形形質として扱った場合よりも高く， HLと CR間の遺伝相関は TSで弱い正， FSと GZにおいていずれも

中程度の正の値が推定された．


